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【主な研究成果】
 マグネシウムは金属中最軽量であるにもかかわらず、室温の加工性が悪いため板材として使いにくい。とくに純マグネシウムは顕著であり、室温圧延時に圧延集合組織を形成し加工性を著しく損ねる。そのため、表面改質することで圧延集合組織形成を阻害できれば、室温圧延加工性の向上に期待できる。本研究では、純マグネシウム板材の冷間圧延性向上を目指している。これまで、長期保管温間圧延材で冷間圧延性の向上が見られたため、R6年度は短期保管温間圧延材および押出材を用いて保管環境の違いにより冷間圧延性に違いがみられるかを検討した。その結果、冷間圧延性の向上はいずれの環境においても向上しなかった。今年度では、温間圧延を先に施し組織制御したのちに、酸素導入した試料の冷間圧延性評価を行った。その結果、圧延性の向上が見られた。

【今後の展望】
　押出材より組織の異なる温間圧延材の作製を行い、内部酸化に適した組織の確立を目指していきたい。

【具体的な成果】
　●学会発表
　　2025年度日本金属学会九州支部、日本鉄鋼協会九州支部、軽金属学会九州支部、北九州市、合同学術講演会（R7.5.31）
　　2026年春期日本金属学会、習志野市、第178回講演大会（R8.3.11）
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